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報の統合による HTLV-1 関連疾患の診療支援全国ネットワークの確立. 日本医療研究開発機構研究費（臨床ゲノム

情報統合データベース整備事業）分担研究報告書. 2017. 

6. 池田 啓, 川上 純, 大野 滋, 神島 保, 小笠原倫大. 関節エコーによる関節リウマチ診療の最適化・標準化. 日本

医療研究開発機構研究費 難治性疾患等実用化研究事業 免疫アレルギー疾患等実用化研究事業（免疫アレルギー疾

患実用化研究分野）分担研究報告書.2017. 

7. 住田孝之（代表）, 浅島弘充，東 直人，小川葉子，川上 純，川野光弘，斎藤一郎，佐野 統，清水俊匡，鈴木

勝也，鈴木康倫，住田孝之，高橋広行，高村悦子，竹内 勤，田中昭彦，田中真生，田中良哉，坪井洋人，坪田一

男，冨坂美奈子，中村誠司，中村英樹，西山 進，平田信太郎，廣田智哉，三森紀世，森山雅文，山川範之，吉原

俊雄，梁 洪淵. シェーグレン症候群 診療ガイドライン 2017 年版 厚生労働省科学研究費補助金難治性疾患等政

策研究事業自己免疫疾患に関する調査研究班. 診断と治療社. 2017, 4. 

8. 上阪 等, 住田孝之, 渥美達也, 田中良哉, 森 雅亮, 神田 隆, 藤本 学, 川口鎮司, 小林一郎, 神人正寿, 中嶋 

蘭, 川上 純, 正木康史, 中村誠司, 坪田一男, 高村悦子, 冨板美奈子, 竹内 勤, 天野浩文, 石井智徳, 廣畑俊成, 
湯澤由紀夫, 武井修治, 藤井隆夫, 桑名正隆, 亀田秀人, 藤尾圭志, 室 慶直, 伊藤保彦, 三村俊英, 川畑仁人, 岡本

奈美, 清水正樹, 太田晶子, 山田 亮. 自己免疫疾患に関する調査研究. 厚生労働省科学研究費補助金（難治性疾患

等政策研究事業）分担研究報告書.2017. 

9. 吉崎和幸, 岡本真一郎, 水木満佐央, 青木定夫, 川端 浩, 正木康史, 中村栄男, 小島 勝, 中塚伸一, 矢野真吾, 川上 
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純, 宇野賀津子, 石垣靖人, 井手 眞. 非癌、慢性炎症性リンパ節・骨髄異常を示すキャッスルマン病、TAFRO 症候

群その類縁疾患の診断基準、重症度分類の改正、診断・治療のガイドラインの策定に関する調査研究. 厚生労働省

科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）分担研究報告書.2017. 

10. 冨田哲也, 亀田秀人, 竹内 勤, 松井 聖, 渥美達也, 松野博明, 中村好一, 杉本英治, 岡本奈美, 森田明理, 高木理

彰, 岸本暢将, 西本憲弘, 川上 純, 中島康晴, 門野夕峰, 中島康晴, 小林茂人, 田村直人, 山村昌弘. 脊椎関節炎の

疫学調査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を目指した大規模多施設研究. 厚生労働省科学研究費補助金（難

治性疾患等政策研究事業）分担研究報告書.2017. 

11. 山野嘉久, 中山健夫, 亀井 聡, 吉良潤一, 郡山達男, 岡山昭彦, 川上 純, 湯沢賢治, 中川正法, 中村龍文, 久保田

龍二, 松浦英治, 松尾朋博, 高田礼子, 井上永介, 鴨居功樹, 中島 孝, 村井弘之, 内丸 薫. HAM ならびに HTLV-1
陽性難治性疾患に関する国際的な総意形成を踏まえた診療ガイドラインの作成. 厚生労働省科学研究費補助金（難

治性疾患等政策研究事業）分担研究報告書.2017. 

B-e 
1. 西野文子，松坂雄亮，野口明恵，久芳さやか，前田隆浩，安武 亨，永田康浩：地域包括ケア臨床実習の学習効果

と学生に与える影響の検討．医学教育 48 : 101, 2017． 

2. 松坂雄亮，西野文子，野口郁惠，久芳さやか，安武 亨，前田隆浩，永田康浩：多職種連携教育はいつ必要か？〜

医学部生に対する多職種連携志向性調査から〜．医学教育 48 : 119, 2017． 

3. 久芳さやか，西野文子，松坂雄亮，野口郁惠，永田康浩．当センター主催のキャリア教育をふりかえって．医学教

育 48 : 218, 2017． 

4. 藤田文彦、三浦伊代、樋口則英、山野修平、世羅至子、山口大樹、久松徳子、稲岡奈津子、松永典子、田嶋真理子、

田島純子．長崎大学病院及び長崎西彼地区の NST 活動状況について～第 7 回長崎西彼 NST 研究会のアンケート結

果～.長崎医学会雑誌 92(1):12-16, 2017. 

5. 川㞍真也，折口智樹，川野充弘，山本元久，和泉泰衛，中村英樹，前田隆浩，川上 純．IgG4 関連疾患における線

維化バイオマーカーの検討. 第 61 回日本リウマチ学会総会 

6. 川㞍真也，西野文子，植木幸孝，榮樂信隆，吉玉珠美，岡田覚丈，松岡直樹，藤川敬太，有信洋二郎，濱田浩朗，

日髙利彦，永野修司，都留智巳，多田芳史，前田隆浩，川上 純．アバタセプト治療関節リウマチ患者における骨

関連バイオマーカーの評価：九州地区多施設共同RA超音波前方視的コホート研究. 第61回日本リウマチ学会総会． 

7. 川㞍真也，西野文子，植木幸孝，榮樂信隆，吉玉珠美，岡田覚丈，松岡直樹，藤川敬太，有信洋二郎，濱田浩朗，

日髙利彦，永野修司，都留智巳，多田芳史，前田隆浩，川上 純．バイオマーカーと超音波指標で解析する関節リ

ウマチにおける生物学的製剤治療の有効性の評価：九州地区多施設共同 RA 超音波コホート研究. 第 61 回日本リウ

マチ学会総会． 

8. 川㞍真也，川上 純．関節リウマチ治療のエビデンスと経験から．第 45 回日本臨床免疫学会． 

9. 川㞍真也，川上 純．関節リウマチの病態解析：超音波とバイオマーカー．第 32 回日本臨床リウマチ学会総会． 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 30 11 18 120 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

川上 純・教授 特定疾患対策協議会審査委員 長崎県 

川上 純・教授 評議員、RA 超音波標準化小委員会委員、学会誌

Modern Rheumatology 編集委員会委員、国際委員

会委員、 

日本リウマチ学会 

川上 純・教授 Modern Rheumatology Trasmitting Editor 日本リウマチ学会 

川上 純・教授 International Journal of Rheumatic Disease Associate 
Editor 

APLAR 
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川上 純・教授 評議員・生涯教育委員 日本内科学会 

川上 純・教授 評議員 日本臨床免疫学会 

川上 純・教授 評議員 日本臨床リウマチ学会 

川上 純・教授 副支部長・運営委員 九州リウマチ学会 

川上 純・教授 評議員 日本炎症・再生医学会 

川上 純・教授 理事 日本シェーグレン症候群学会 

川上 純・教授 理事 日本脊椎関節炎学会 

川上 純・教授 編集委員 分子リウマチ治療編集委員会 

川上 純・教授 Arthritis Rheumatology 日本語版編集委員 ワイリー・パブリッシング・ジャパン 

川上 純・教授 世話人・編集アドバイザー 先端医学社・炎症と免疫 

川上 純・教授 編集委員 先端医学社・Rheumatology Clinical Research 

阿比留教生 
・准教授 

学術評議員・幹事・専門医認定委員会委員 日本糖尿病学会 

阿比留教生 
・准教授 

学術評議員 日本糖尿病肥満動物学会 

阿比留教生 
・准教授 

学術評議員・チェックポイント阻害療法委員会

委員 
日本臨床免疫学会 

阿比留教生 
・准教授 

世話人 1 型糖尿病研究会 

阿比留教生 
・准教授 

委員 日本学術振興科学研究費専門委員会 

阿比留教生 
・准教授 

幹事 長崎県糖尿病対策推進会議 

阿比留教生 
・准教授 

委員 長崎県糖尿病検討委員会 

阿比留教生 
・准教授 

委員 長崎県糖尿病性腎症重症化予防事業推進会議 

阿比留教生 
・准教授 

委員 健康ながさき 21 推進会議小委員 

阿比留教生 
・准教授 

委員 長崎市ストップ CKD ネットワーク会議 

阿比留教生 
・准教授 

会長 日本糖尿病協会長崎分会つるの会 

阿比留教生 
・准教授 

指導医・運営委員 長崎県小児糖尿病ことのうみ 

阿比留教生 
・准教授 

小児慢性特定疾患指定医 長崎市 

折口智樹・教授 評議員 日本リウマチ学会 

折口智樹・教授 評議員 日本臨床リウマチ学会 

折口智樹・教授 評議員 日本臨床免疫学会 

宇佐俊郎・准教授 長崎県原子力災害医療ネットワーク検討会委員 長崎県 

宇佐俊郎・准教授 長崎県原子力災害医療ネットワーク検討会作業

部会主査 
長崎県 

宇佐俊郎・准教授 佐賀地区原子力災害医療ネットワーク検討会委

員 
佐賀県 
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宇佐俊郎・准教授 長崎大学医師会理事 長崎大学医師会 長崎大学医師会 

宇佐俊郎・准教授 在外被爆者支援事業関係医療調整会議構成員 長崎県 

宇佐俊郎・准教授 評議員 日本内分泌学会 

宇佐俊郎・准教授 社会保険診療報酬支払基金審査委員 長崎県 

宇佐俊郎・准教授 福島県甲状腺検査支援合同委員会委員 福島県 

古林正和・准教授 役員 日本糖尿病協会長崎分会つるの会 

中村英樹・講師 評議委員 日本リウマチ学会 

中村英樹・講師 評議委員 日本臨床免疫学会 

安藤隆雄・講師 長崎県指定難病審査会委員 長崎県指定難病審査会 

堀江一郎・助教 評議員 日本内分泌学会 

古賀智裕・助教 評議員 日本リウマチ学会 

古賀智裕・助教 評議員 日本臨床免疫学会 

古賀智裕・助教 運営委員 九州リウマチ学会 

原口 愛・助教 九州支部評議員 日本内分泌学会  

世羅至子・講師 副会長 日本糖尿病協会長崎分会つるの会 

世羅至子・講師 委員 長崎県糖尿病検討委員会 

世羅至子・講師 世話人 長崎糖尿病地域医療研究会 

玉井慎美・講師 評議員会 日本リウマチ学会 

玉井慎美・講師 評議員会 日本臨床免疫学会 

川㞍真也・講師 評議委員 日本リウマチ学会 

川㞍真也・講師 委員 長崎大学病院超音波センター運営委員 

相良郁子・助教 評議委員 日本内分泌学会九州地方会 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

川上 純・教授 日本医療研究開発機構(AMED)委託

研究開発費 
代表 シーズ探索研究から発展する家族性地中海

熱（FMF）に対するトシリズマブの医師主導

治験 

川上 純・教授 日本医療研究開発機構(AMED)委託

研究開発費 
代表 家族性地中海熱（FMF）インフラマソームシ

グナル伝達異常をゲノム創薬で解決する開

発研究 

川上 純・教授 日本医療研究開発機構(AMED)委託

研究開発費 
分担 ヒトとウイルスのゲノム情報と臨床情報の

統合による HTLV-1 関連疾患の診療支援全

国ネットワークの確立 

川上 純・教授 日本医療研究開発機構(AMED)委託

研究開発費 
分担 関節エコーによる関節リウマチ診療の最適

化・標準化 

川上 純・教授 厚生労働省 分担 脊椎関節炎の疫学調査・診断基準作成と診療

ガイドライン策定を目指した大規模多施設

研究 

川上 純・教授 厚生労働省 分担 非癌、慢性炎症性リンパ節、骨髄異常を示す

キャッスルマン病、TAFRO 症候群その類縁

疾患の診断基準、重症度分類の改正、診断・

治療のガイドラインの策定に関する調査研

究 

川上 純・教授 厚生労働省 分担 HAM ならびに HTLV-1 陽性難治性疾患に関
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する国際的な総意形成を踏まえた診療ガイ

ドラインの作成 

川上 純・教授 厚生労働省 分担 自己免疫疾患に関する調査研究 

川上 純・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)  
CTLA-4-Ig の新たな作用を解析し次世代の

治療標的の探索に繋げる基盤研究 

川上 純・教授 日本学術振興会 分担 MRI で関節リウマチの軟骨傷害を評価し軟

骨再生医療につなげる基盤研究 

川上 純・教授 日本学術振興会 分担 病変組織に沈着した免疫複合体の網羅的解

析法の開発と自己免疫疾患の組織解析への

応用 

川上 純・教授 日本学術振興会 分担 シェーグレン症候群における HTLV-Ⅰの作

用点と分子機序を解明する多角的研究 

川上 純・教授 日本学術振興会 分担 トルコと日本の自己炎症疾患発症責任分子

複合体を活性化する生体・環境因子の比較調

査 

阿比留教生 
・准教授 

国立研究開発法人国立国際医療研

究センター 
分担 診療録直結型糖尿病データベース構築に向

けた病院への情報システム導入と、システム

を用いた情報収集の管理業務 

阿比留教生 
・准教授 

国立研究開発法人国立国際医療研

究センター 
分担 J-DREAMS コホートを利用した糖尿病患者

の合併症進展に関する縦断研究 

阿比留教生 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
“パイオニア転写因子”IRF4 を標的にした 1
型糖尿病の治療探索 

折口智樹・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
生物学的製剤時代における関節リウマチに

対するリハビリテーションに関する検討 

折口智樹・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C)自己炎症疾患研究から解明する

新規骨量制御機構（代表：有馬和彦） 

古林正和・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
デュアルスキャンを用いた大学生における

内臓脂肪量の変化に関する研究 

古林正和・准教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
”パイオニア転写因子”IRF4を標的にした1型
糖尿病の治療検索  

中村英樹・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
シェーグレン症候群におけるHTLV-Iの作用

点と分子機序を解明する多角的研究 

中村英樹・講師 ブリストル・マイヤーズ スクイブ

株式会社 
代表 シェーグレン症候群の病態と HTLV-I 感染 

中村英樹・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究(C)  
CTLA-4-Ig の新たな作用を解析し次世代の

治療標的の探索に繋げる基盤研究 

安藤隆雄・講師 MDS 代表 遺伝性尿崩症における WFS1 遺伝子変異 

岩本直樹・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(C)  
CTLA-4-Ig の新たな作用を解析し次世代の

治療標的の探索に繋げる基盤研究 

岩本直樹・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
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自己炎症疾患研究から解明する新規骨量制

御機構（代表：有馬和彦） 

岩本直樹・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)  
MRI で関節軟骨傷害を評価し軟骨再生医療

につなげる基盤研究 

古賀智裕・助教 日本学術振興会 代表 挑戦的萌芽研究；全エクソンシーケンスに基

づく成人スチル病の「病態制御システム」の

同定 

古賀智裕・助教 日本学術振興会 代表 科学技術人材育成費補助事業「卓越研究員事

業」；全身性エリテマトーデスにおける病態

解明による精密医療の実現と新規治療薬の

創出 

古賀智裕・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(C)  
CTLA-4-Ig の新たな作用を解析し次世代の

治療標的の探索に繋げる基盤研究 

古賀智裕・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
 MRIで関節軟骨傷害を評価し軟骨再生医療

につなげる基盤研究 

梅田雅孝 助教 厚生労働省 
 

代表 若手研究（B） 
全 身 性 エ リ テ マ ト ー デ ス に お け る

CD4+CD52+ 細胞の免疫調節に関する研究 
科学研究費補助金 

玉井慎美・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)  
MRI で関節軟骨傷害を評価し軟骨再生医療

につなげる基盤研究 

玉井慎美・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
自己炎症疾患研究から解明する新規骨量制

御機構（代表：有馬和彦） 

川㞍真也・講師 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
関節超音波・バイオマーカー・シグナル伝達

から構築する分子標的治療薬のアルゴリズ

ム 
科学研究費助補助金 

川㞍真也・講師 ブリストル・マイヤーズスフイブ株

式会社 
代表 新しい RA の活動性の評価：インドシアニン

グリーン増強蛍光光学画像検査を用いた RA
滑膜病変の評価 

川㞍真也・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 
生物学的製剤時代における関節リウマチに

対するリハビリテーションに関する検討 

相良郁子・助教 明治安田厚生事業団 代表 運動を習慣化する動機付け方法の探索 
〜2015 年 12 月義務化ストレスチェックから

見えるストレス状況と運動習慣〜 

福井翔一・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
関節リウマチにおける破骨細胞と単核球・マ

クロファージサブセットに関する研究 
科学研究費助成事業 

福井翔一・助教 海外特別研究員 日本学術振興会 代表 関節リウマチにおける NETosis の役割 
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福井翔一・助教 ポストドクトラルフェローシップ

上原記念生命科学財団 
代表 関節リウマチにおける NETosis の役割 

川上 純・教授 小野薬品工業株式会社 関節リウマチ患者におけるアバタセプト治

療の関節破壊抑制効果に関連する超音波所

見およびバイオマーカーの検討 

川上 純・教授 小野薬品工業株式会社 HR-pQCT を用いた CTLA4-Ig による関節リ

ウマチにおける関節微細構造変化の縦断的

解析 

川上 純・教授 小野薬品工業株式会社 免疫チェックポイント阻害薬ニボルマブが

誘発する 1 型糖尿病、間質性肺疾患の発症に

関連する原因遺伝子多型・変異の探索的研究 

川上 純・教授 ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社 Inhibitory mechanisms of CTLA4-Ig for murine 
and human osteoclast formation. 

川上 純・教授 ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社 日本のリアルワールドにおけるアバタセプ

ト治療が『自己抗体出現状態に与える影響』

および『臨床的パラメーターを用いた有効性

評価と自己抗体出現状態変化との関連』を解

析する探索的研究 

川上 純・教授 アクテリオンファーマシューティカルズジャパン

株式会社 
膠原病患者における肺高血圧症との関連因

子の検討 

川上 純・教授 国立大学法人筑波大学 (特受）医師主導臨床研究『シェーグレン症

候群合併の関節リウマチ患者における、アバ

タセプト投与による有用性の検討』 

川上 純・教授 株式会社医学生物学研究所 関節リウマチ(RA)における血清 14-3-3η濃度

測定の有用性評価（14-3-3η の RA 診断能の

検証） 

阿比留教生 
・准教授 

小野薬品工業株式会社、 
ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社 
（分担） 

免疫チェックポイント阻害薬ニボルマブが

誘発する 1 型糖尿病、間質性肺疾患の発症に

関連する原因遺伝子多型・変異の探索的研究 

川㞍真也・講師 ブリストル・マイヤーズ株式会社 
小野薬品工業株式会社 

日本のリアルワールドにおけるアバタセプ

ト治療が『自己抗体出現状態に与える影響』

および『臨床的パラメーターを用いた有効性

評価と自己抗体出現状態変化との関連』を解

析する探索的研究 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

川上 純・教授 
古賀智裕・助教 

家族性地中海熱のバイオマーカー 2015/9/18  出願番号 
2015-185703 

 
その他 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

川上 純・教授 いざという時の頼れ

る医師ガイド全国名

医 514 人厳選 

2018 年版国民

のための名医

ランキング（桜

の花出版株式

会社） 

2017/5 リウマチ・膠原病の診療科の活動を社会

に発信した。 
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川上 純・教授 第 61 回日本リウマチ

学会総会・学術集会市

民公開講座「リウマ

チ・膠原病の最前線」 

西日本新聞 2017/5 リウマチ・膠原病の治療について学会で

発表した記事が掲載された。 

川上 純・教授 第 61 回日本リウマチ

学会総会・学術集会市

民公開講座「リウマ

チ・膠原病の最前線」 

朝日新聞 2017/5 リウマチ・膠原病の治療について学会で

発表した記事が掲載された。 

川上 純・教授 第 61 回日本リウマチ

学会総会・学術集会市

民公開講座「リウマ

チ・膠原病の最前線」 

AERA 2017/6 リウマチ・膠原病の治療について学会で

発表した記事が掲載された。 

川上 純・教授 第 61 回日本リウマチ

学会総会・学術集会市

民公開講座「リウマ

チ・膠原病の最前線」 

週刊朝日 2017/6 リウマチ・膠原病の治療について学会で

発表した記事が掲載された。 

川上 純・教授 「医師主導治験が進

行中 難病治療の成

果を世界へ」 

九州医事新報 2017/10 リウマチ・膠原病の診療科が行っている

医師主導治験について社会に発信した。 

阿比留教生 
・准教授 

もしも長崎が日本の

中心だったなら ダ

イエット！「肥満大国

長崎」 

NHK 長崎放送 2017/2/17 長崎の食文化や生活習慣が肥満に大き

く関係している事等を一般市民と体験

しながら打開策を導きだしていった。 

阿比留教生 
・准教授 

ストップＣＫＤ！ 長崎市健康づ

くり課 -ＮＥ

ＷＳ ＬＥＴ

ＴＥＲ- 

2017/3 糖尿病を合併した患者のＣＫＤ重症化

予防をテーマにはなした。 

阿比留教生 
・准教授 

新たながん免疫療法

は こ こ に 注 意  抗

PD-1 抗体投与後の有

害事象を解析 

Medical 
Tribune 

2017/6 
 

抗腫瘍効果をもたらす免疫チェックポ

イント阻害薬が注目されているがその

有害事象（irAE）にも注目が必要と解説

した。 

阿比留教生 
・准教授 

距離の遠さを信頼関

係で埋め合い離島の

糖尿病診療レベルの

向上を牽引 

Doctor’s eye  
Special 

2017/7 
 

長崎ならではの糖尿病治療の地域格差

を埋めるために情報共有と連携体制が

必要だと話した。 

阿比留教生 
・准教授 

特集「日本人の糖尿病

リスク “ちょっと太

め”が境界線」 

Doctor’s eye 2017/7 日本人の 2 型糖尿病リスクと BMI の関

係を話した。 

川㞍真也・講師 第 34 回角尾学術賞受

賞 
西日本新聞 2017/6 受賞についての紹介分が掲載された。 

川㞍真也・講師 第 34 回角尾学術賞受

賞 
長崎新聞 2017/6 受賞についての紹介分が掲載された。 

 

○特筆すべき事項 
① 第 61 回日本リウマチ学会総会・学術集会市民公開講座「リウマチ・膠原病の最前線」にて講演を行った。 
② 第 26 回西九州自己免疫疾患研究会において「関節超音波の最近の話題」を講演した。 
③ 第 16 回久留米関節セミナーにおいて、主に整形外科疾患の診断・治療等に携わっている医師・理学療法士に講演を

行った。 
④ 第 13 回県北自己免疫疾患フォーラムにおいて地区医療担当者に対し講演を行った。 
⑤ 第 2 回自己免疫疾患を考える会において医師および薬剤師に対し講演を行った。 
⑥ 九州・沖縄地区リウマチの治療とケア研修会において九州地区の医師、メディカルスタッフに対し講演した。 
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⑦ 第 116 回大分県リウマチ懇話会において、大分県下のＲＡ専門医・スタッフ・看護師・薬剤師に対し講演した。 
⑧ 第 12 回関節リウマチ地域勉強会において開業医に対し講演を行った。 
⑨ 第 24 回長崎県糖尿病療養指導士会教育セミナーにおいて医師に対し講演を行った。 
⑩ 長崎県糖尿病協会栄養部会研修会において、管理栄養士に対し講演を行っている（年 2 回）。 
⑪ 島原地区糖尿病勉強会において「2 型糖尿病について」を講演した。 
⑫ 第 35 回日本肥満症治療学会学術集会 教育セミナーＩにおいて医師に対し講演した。 
⑬ 東彼杵郡医師会火曜会生涯教育講座において医師に対し講演を行った。 
⑭ 長崎市民健康講座において「2 型糖尿病を学ぼう 今小太りがあぶない！その傾向と対策」を講演した。 
⑮ 長崎薬剤師フィジカルアセスメント研究会・長崎県薬剤師会主催の「第 8 回糖尿病と心不全のフィジカルアセスメン

トを極める！」において医療従事者に対し講演した。 
⑯ 第 5 回臨床内分泌ゼミにおいて医師に対し講演した。 
⑰ 健康教室「糖尿病予防講座」において市民に対して講演を行った（計 4 回）。 
⑱ 第 25 回糖尿病療養指導士会教育セミナーにおいて医師に対し講演した。 
⑲ 五島医師会・薬剤師会学術講演会にて医療関係者に対し講演した。 
⑳ 第 46 回長崎県糖尿病治療研究会において医師に対し講演した。 
㉑ 島原市医師会学術講演会において医師に対し講演を行った。 
㉒ 第 111 回長崎県臨床内科医会学術講演会において医療従事者に対し講演した。 
㉓ 糖尿病領域疾患啓発学術講演会において医師に対し講演を行った。 
㉔ 鳥栖保健福祉事務所開催の子育て支援地域サポート検討会において医師に対し講演した。 
㉕ 糖尿病学術講演会～肥満と糖尿病を地域で考える～において医師に対し講演を行った。 
㉕ 糖尿病啓発公開講座「スマイルライフ」を年 2 回大学病院で開催し糖尿病の指導や予防法の講演や体験コーナーで啓

蒙している。 
㉖ H29 年度長崎市慢性腎臓病（CKD）予防対策研修会（長崎市健康づくり課主催）で CKD と糖尿病の講演を 2 回行っ

た。 
㉗ H29 年度健康教室「糖尿病予防講座」で健診等で糖尿病の疑いを指摘された市民に「糖尿病の予防について～血糖コ

ントロールで重症化を予防するポイント」を年 2 回講演した。 
㉘ 長崎市民公開講座で糖尿病について「2 型糖尿病を学ぼう 今小太りが危ない！その傾向と対策」講演を一般市民向

けに行った。 
㉙ 病院内の他部署と連携し、患者さん及びそのご家族に糖尿病教室を週 3 回開催している。 
㉚ 小児糖尿病療育サマーキャンプを毎年開催し患児やご家族、OB・OG と治療法を学びながら、交流をはかっている。 
㉛ 糖尿病ウォークラリーに医療ボランティアとして参加し、患者さんやご家族と交流を深めている。 
㉜ 平成 29 年度「世界糖尿病デー in 長崎」において医療ボランティア（医療相談・血糖測定等）に参加した。 
㉝ 学術賞受賞 

1. 川㞍真也・講師 
・長崎大学医学部 第 34 回角尾学術賞：研究内容と業績が評価された 

2. 岩本直樹・助教 
・日本内科学会 指導教官賞：研修医発表指導が評価された 

3. 古賀智裕・助教 
・日本リウマチ学会 日本リウマチ学会奨励賞：研究内容が評価された 
・日本リウマチ学会 第 18 回アジア太平洋リウマチ学会 JCR トラベルグラント：研究内容が評価された 

4. 梅田雅孝・助教 
・医療法人春回会 平成 29 年井上満治医学研究奨励基金：研究内容が評価された 

5. 福井翔一・助教 
・日本リウマチ学会 第 61 回日本リウマチ学会総会・学術集会国際ワークショップ賞：研究内容と業績が評価さ

れた 
・日本リウマチ学会 APLAR2017 トラベルグラント：研究内容と業績が評価された 

 


